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演者

京都工芸繊維大学・応用生物学系・教授

平成30年7月26日(木)17:00 - 18:00

光合成の環境応答メカニズムを探求する
ー高等植物からコケ植物までー

半場祐子

日時

会場

対象

京都工芸繊維大学 2号館4階441号室

教員，学生，一般の方

国立大学法人・京都工芸繊維大学・応用生物学系主催
昆虫先端研究推進拠点後援

植物は地球上のすべての生物にとって欠かすことができない
存在である。植物は固着性であるため，育っている場所の環
境にどのように「適応」していくのかがその場所で生きてい
けるかどうかを決める。
植物の生育や生存にとって重要なはたらきである「光合成」
は，特に環境変化に敏感であることから，植物は光合成の環
境適応のための巧妙な仕組みを備えている。近年，その仕組
みの中でも，葉の内部での二酸化炭素輸送過程が注目されて
いる。進化の頂点である高等植物から原始的なコケ植物に至
るまで，さまざまな植物の光合成の環境適応戦略について紹
介したい。


